


































































































































































































































































































































































































































































































































































1 ) l戸を一甲とし、 ト甲を一保とする連座制治安組織を保甲といい、保の長を 「保正」 という。

















































27）長塚節 『士j日本近代文学館 （新選名著複刻全集近代文学館）、 1979、p1 
28）ただし、登場人物の名前の読み方は提示されていなし、。
-236一
29）夏目激石 川土jに就て一長塚節著 『土j序－J『激石全集 第11巻j岩波書店、 1975、p.590
30）日本近代文学館編 『日本近代文学大事典 第2巻』講談社、 1977、p.42
31）犬田卯 『日本農民文学史j農山漁村文化協会、 1958、pp.26-27
32）中根隆行 『〈朝鮮〉表象の文化誌一近代日本と他者をめぐる知の植民地化 J新曜社、 2004、p.202
33）垂水千恵「台湾新文学における日本プロレタリア文学理論の受容 芸術大衆化から社会主義リア









郎ほか編 『よみがえる台湾文学一日本統治期の作家と作品 J東方書店、 1995、p.65）からヲ｜いた
ものである。
39) 「台湾文聯東京支部第一回茶話会」（『台湾文芸J第2巻第4号、1935.2)p .26 
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